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周波数分析機能搭載！

■活線状態の機器を非接触でチェックできます。
■放電で生じる超音波を±８°の指向性で検出できます。
■レーザーポインターで放電箇所を容易に特定できます。
■USBケーブルを接続して記録データをパソコンに転送できます。
■イヤホンを接続して放電音を聞き取ることができます。
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高圧電力設備の絶縁劣化を活線状態でチェック！

絶縁劣化に伴う放電現象を超音波で検出します。
ケーブル端末、変圧器端末、断路器、碍子、開閉器等の絶縁劣化を検出できます。
放電特有の電源位相と同期した超音波の強弱を分析して表示します。
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通信ソフトを使用するにはWindows 10と、Excel 2013、2016、2019のいずれかが必要です。
室内環境で基準発振器（MP-161）を測定した時の測定感度。

※Windows、Excel は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。

キャリングケース（MK-9703），基準発振器（MP-161），簡易照準器（MK-9905）

高圧電力設備において絶縁劣化が生じると広帯域にわたって超音波が発生します。
この超音波は電源位相に同期して強弱を生じます。ここで検出した超音波を検波後に周波数分析すると
電源周波数の２倍成分が強く現れます。
本器では、この電源周波数の２倍成分の強さを検出することにより、環境ノイズと区別して放電を精度良
く検出することができます。

測定波形

放電と無関係な低周波数成分を除去 放電が強く発生する周期を確認する為、
波形の輪郭情報を抽出

周波数分析を用いて周期を周波数として算出
（図は電源周波数60Hzの場合）

（MK-720L）
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連続使用時間 8時間

ＵＲＬ: https://www.jfe-advantech.co.jp/


